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Jasst 13 Tokyo テスト設計コンテスト 

話題沸騰ポット テスト分析・設計 
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チーム紹介 

チーム名 ： チーム士 –SABURAI- 

地域予選 ： 東海 

メンバー構成 
 

株式会社イーシーエス 
      リーダー   
    千葉 諒  経験３年 
  

       テスト設計  
      清水 貞行 経験１年 
     櫃本 英津子 経験１年 
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全体コンセプト 
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全体コンセプト（課題） 

テスト要求分析 ・要求仕様に対する漏れ 

・トレーサビリティの確保 

テストアーキテクチャ設計 

テスト詳細設計 

テスト実装 

テスト実行 

テスト報告 

・テスト実施者による 

 依存度の増大 

・レビュー時の工数増大 

・レビューアに対する誤解 

製品リリース後 ・リリース後のユーザークレーム 
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全体コンセプト（取り組み） 

課題 ・要求仕様に対する漏れ 
・レビュー時の工数 
・レビューアに対する誤解 

第三者が理解可能な分析/設計！ 
⇒分析から設計までをできるだけモデルで表現すること 
によって、レビュー時の工数削減、テストケース漏れを防ぐ！ 

対策 

課題 ・市場流出不具合 
・テスト実施の依存増大 

無機質なテスト設計だけで終わらせない！ 
⇒ユーザーの性格や環境を考慮したテスト設計を行うことに
よって、操作を統一！且つユーザー目線でのテストを実施！ 

対策 
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第三者が理解可能な 
分析/設計に対する取り組み 

・要求仕様に対する漏れ対策 
・レビュー時の工数増大対策 
・レビューアに対する誤解対策 
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テスト分析全体の流れ 

要求仕様書 

ユーザー環境 

による分析 

品質特性 

による分析 

全体仕様の把握 

ユーザー観点 

による分析 

ここの段階で

漏れを防ぐ！ 
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DFD図による全体仕様の把握 

工夫点：要求仕様書の項目番号を記

載し、トレーサビリティを確保！ 

仕様項目番号を記載する 
事で、検証漏れを無くす 
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品質特性による分析 

ユーザー要求、機能の

目的を分析⇒記載 

品質特性の観点（考え方）から、

検証内容を抽出していく！ 

検証内容に合った

テスト技法を選択 
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トレーサビリティの確保 

<分析表> 

<DFD図> 
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設計の方針と流れを明確にする為、テスト俯瞰図を作成 

機能名 

確認内容 

習得性や理解性 
は出もどり 
できない為、 

早い段階で実施 

使用する
技法 

<テスト俯瞰図> 
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テスト俯瞰図では表現できない部分をテスト俯瞰表で表現 

テスト目的 テストタイプ テストカテゴリ テストレベル テスト対象 

<テスト俯瞰表> 
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テスト詳細設計 

動作条件確認 

保温機能 デ
シ
ジ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル 

機能確認 

タイマー機能 
状
態
遷
移 

状態遷移図/表 

機能テスト 
 

各機能が出来ること／できないことをテストする 

CFD法からのﾃﾞｼｼﾞｮﾝﾃｰﾌﾞﾙ 

動作条件テスト 
 

ソフトウェアが動く・動かない原因の集合と原

因同士の繋がりをテストする 
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無機質なテストだけで終わらせない！ 

・市場流出不具合 

・テスト実施の依存増大 
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テスト分析全体の流れ 

要求仕様書 

ユーザー環境 

による分析 

品質特性 

による分析 

全体仕様の把握 

ユーザー観点 

による分析 ここの段階で

課題を対策 
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市場流出不具合の要因と解決策 

市場流出不具合は何故起こるのか？ 

様々な要因が考えられるが、今回のテスト設計コンテストでは
下記の観点が要因の一部と判断 
 
 

・関係の無さそうな操作や状態等の組み合わせに起因する 
 テストケースの数が少ない 
 

・処理順序の変化に対する組み込み漏れ 
 

・ユーザー観点（理解性・習得性）でのテスト実施数が少ない 
 

 

操作や環境の組み合わせ、処理順序観点のテストはテスト

技法を使用すれば良いが、ユーザー観点はどうやって抽出す

るのか？ 

解決策 



チーム士-SABURAI- Electronics Control Systems Co., Ltd. Page 17 

何故か？ 

そもそも、

ユーザー観

点とは・・・ 

ユーザーが製

品をどのように

操作をするの

かの観点 

ユーザー毎に操作が

異なるのは、“元々

備わっている性格”と

“生活している環境”

によって左右される

からである！ 

《内的要素》 

ユーザーの性格 
《外的要素》 

生活している環境 ⇒ 
この二つを考慮し、ユー
ザー観点でのテストパ
ターン抽出を行う！ 

ユーザー性格とユーザー環境考慮による分析 

ユーザーが製品を

どう操作するかは、

ユーザーによって異

なる  

事例：以前、在籍中のチームでこんな事があった・・・ 

Ａさん
（新人） 

Ｂさん
（新人） 

この製品をユーザー
観点で1時間ランダ
ムテスト実施して。 

 

その後、発見したバ
グを報告してね。 

結果、ＡさんとＢさんは全く同じ時間、

同じ製品を操作したにも関わらず、Ｂさ

んはまったく不具合を発見できなかった 

ユーザー観点の考慮 
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性格を洗い出し、その性格からポットの操作パターンを推測する。 

性格と操作の洗い出し 

 

類似した操作パターンが存在する。 

類似した操作パターンを 

グループ化する。 

・指示に従う性格 ・・・  説明書読む型（すなお） 

・指示を無視する性格  ・・・  説明書無視型（いじっぱり） 

・先を急ぐ性格     ・・・  急ぎ操作型（せっかち） 

・焦らない性格     ・・・  ゆっくり操作型（おだやか） 

・きまぐれな性格 ・・・  複数/ランダム操作型（きまぐれ） 

ユーザー観点の考慮（性格） 
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内部要素 

（性格） 

外部要素 

（環境） 

<性格/環境を考慮した分析表> 

拡大 

拡大 

ユーザー観点の考慮（性格・環境） 
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ここの部分 

性格・環境を考慮したテスト設計をする 
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■シナリオテスト実施の目的 
シナリオテストを実施することにより、機能テストでは 
発見できない不具合を抽出したい！ 
 
■シナリオテスト実施の流れ 
1.ポットの状態の組み合わせをFL表にて抽出 
2.禁則マトリクス作成 
3.直交表の作成 
4.直交表×操作内容の組み合わせにて 
シナリオテスト実施 

シナリオテスト設計 
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■FL表 
ポットの状態を機能上の状態と外的要因の状態の二つで考える 
機能上の状態と外的要因の状態の組み合わせ=シナリオの一部と定義 
 

機能上の状態 

＜工夫点＞ 

外的要因の状態 

外的要因を入れる事により、ただの機能テストではなく、ユーザーの目

線にたったテストを行う事ができる！ 

シナリオテスト設計（FL表作成） 
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■禁則マトリクス 
組み合わせる事ができない状態が存在する為、禁則マトリクスを作成し、 
ありえない組み合わせを排除 

禁則マトリクス 
○…ありえる 
×…ありえない 

沸騰状態 保温状態 ロック状態 給湯状態 タイマ状態 

沸騰中 
アイド
ル中 

高温モ
ード 

節約モ
ード 

ミルク
モード 

ロック
中 

ロック
解除中 

給湯中 
給湯な
し 

カウン
トダウ
ン中 

入力待
機中 

タイマ
起動な
し 

タイム
アップ 

蓋状態 

ON中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

OFF中 × ○ × × × × × × ○ ○ × ○ ○ 

沸騰状
態 

沸騰中 - - × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 

アイド
ル中 

- - × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 

保温状
態 

高温モ
ード 

- - - - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

節約モ
ード 

- - - - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ミルク
モード 

- - - - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ロック
状態 

ロック
中 

- - - - - - - × ○ ○ ○ ○ ○ 

ロック
解除中 

- - - - - - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

給湯状
態 

給湯中 - - - - - - - - - ○ ○ ○ ○ 

給湯な
し 

- - - - - - - - - ○ ○ ○ ○ 

一部抜粋版 

シナリオテスト設計（禁則マトリクス作成） 
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シナリオテスト設計（ALL-Pair法による組み合わせ） 
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■操作内容 
 

  

性格（内的要因） 

確認観点 すなお 
（通常操作） 

いじっぱり 
（反応を無視して 

継続操作） 

せっかち 
（連打、早い行動） 

おっとり 
（ゆっくり行動） 

きまぐれ 
（通常操作後に別操

作） 

操作内容 

①蓋の開け閉め 開け閉めの通常操作 
蓋を開け続ける 
蓋を閉め続ける 

・蓋の開け閉めを連
続で行う 
・蓋の開け閉めを高
速で行う（瞬断） 

・蓋の開け閉めをゆ
っくり行う 

・蓋開閉後にランダ
ム操作 

蓋開け閉め後の各種
動作確認 

②水の追加 
蓋を開け、水を入れ

る 
蓋を開け、水を入れ

続ける 
水を一気に注入する 

水を少しずつ注入す
る 

水注入後にランダム
操作 

水注入後のインジゲ
ータ表示確認 

③沸騰ボタン押
下 

沸騰ボタンを押下す
る 

沸騰ボタンを押下し
続ける(定義されてい
るSW反応時間以上) 

・連続で沸騰ボタン
を押下する 
・沸騰ボタンを一瞬
（定義されているSW
反応時間以下） 

沸騰ボタンをゆっく
り押下する 

沸騰ボタン押下後の
ランダム操作 

沸騰ボタン押下時の
実動作確認 

④保温設定ボタ
ン 
押下 

保温設定ボタンを押
下する 

保温ボタンを押下し
続ける(定義されてい
るSW反応時間以上) 

・連続で保温設定ボ
タンを押下する 
・保温設定ボタンを
一瞬（定義されてい
るSW反応時間以下） 

保温設定ボタンをゆ
っくり押下する 

保温設定ボタン押下
後のランダム操作 

保温設定ボタン押下
時の実動作確認 

⑤給湯ボタン押
下 

給湯ボタンを押下す
る 

給湯ボタンを押下し
続ける(定義されてい
るSW反応時間以上) 

・連続で給湯ボタン
を押下する 
・給湯ボタンを一瞬
（定義されているSW
反応時間以下） 

給湯ボタンをゆっく
り押下する 

給湯ボタン押下後の
ランダム操作 

給湯ボタン押下時の
実動作確認 

⑥タイマボタン
押下 

タイマボタンを押下
する 

タイマボタンを押下
し続ける（定義され
ているSW反応時間以
上） 

・連続で給湯ボタン
を押下する 
・給湯ボタンを一瞬
（定義されているSW
反応時間以下） 

タイマボタンをゆっ
くり押下する 

タイマボタン押下後
のランダム操作 

タイマボタンボタン
押下時の実動作確認 

⑦解除ボタン押
下 

解除ボタンを押下す
る 

解除ボタンを押下し
続ける(定義されてい
るSW反応時間以上) 

・連続で給湯ボタン
を押下する 
・給湯ボタンを一瞬
（定義されているSW
反応時間以下） 

解除ボタンをゆっく
り押下する 

解除ボタン押下後の
ランダム操作 

解除ボタン押下時の
実動作確認 

※共通の確認観点として、ブザー

音の音声品質、ポット上の各種表

示確認を行うこと 

テスト実施順 

作成した直交表（状態）に対して、下記操作内容を実施する 

シナリオテスト設計（性格による操作定義） 
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成果物まとめ 
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分析まとめ 

テスト要求分析 ・要求仕様に対する漏れ 

・トレーサビリティの確保 

テストアーキテクチャ設計 

テスト詳細設計 

テスト実装 

テスト実行 

テスト報告 

・テスト実施者による 

 依存度の増大 

・レビュー時の工数増大 

・レビューアに対する誤解 

製品リリース後 ・リリース後のユーザークレーム 
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分析まとめ 

＜DFD図＞ 

＜独自分析表＞ 

赤字・・・ユーザーの性格と

環境を考慮して抽出した

検証内容とテスト技法 
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設計まとめ 

テスト要求分析 ・要求仕様に対する漏れ 

・トレーサビリティの確保 

テストアーキテクチャ設計 

テスト詳細設計 

テスト実装 

テスト実行 

テスト報告 

・テスト実施者による 

 依存度の増大 

・レビュー時の工数増大 

・レビューアに対する誤解 

製品リリース後 ・リリース後のユーザークレーム 
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設計まとめ_テスト俯瞰 

＜テスト俯瞰図＞ 

＜テスト俯瞰表＞ 
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設計まとめ_状態遷移 

C1パスカバレッジ100％にて、全ての状態と遷移を確認 ＜状態遷移図＞ 

＜状態遷移表＞ 

＜1スイッチカバレッジ表＞ 

遷移をもう一度見ることによっ

て不具合を抽出しやすくする 
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設計_ケースフローダイアグラム図 

＜CFD図＞ 

＜デシジョンテーブル＞ 
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まとめ 

テスト要求分析 ・要求仕様に対する漏れ 

・トレーサビリティの確保 

テストアーキテクチャ設計 

テスト詳細設計 

テスト実装 

テスト実行 

テスト報告 

・テスト実施者による 

 依存度の増大 

・レビュー時の工数増大 

・レビューアに対する誤解 

製品リリース後 ・リリース後のユーザークレーム 
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■操作内容 
 

  

性格（内的要因） 

確認観点 すなお 
（通常操作） 

いじっぱり 
（反応を無視して 

継続操作） 

せっかち 
（連打、早い行動） 

おっとり 
（ゆっくり行動） 

きまぐれ 
（通常操作後に別操

作） 

操作内容 

①蓋の開け閉め 開け閉めの通常操作 
蓋を開け続ける 
蓋を閉め続ける 

・蓋の開け閉めを連
続で行う 
・蓋の開け閉めを高
速で行う（瞬断） 

・蓋の開け閉めをゆ
っくり行う 

・蓋開閉後にランダ
ム操作 

蓋開け閉め後の各種
動作確認 

②水の追加 
蓋を開け、水を入れ

る 
蓋を開け、水を入れ

続ける 
水を一気に注入する 

水を少しずつ注入す
る 

水注入後にランダム
操作 

水注入後のインジゲ
ータ表示確認 

③沸騰ボタン押
下 

沸騰ボタンを押下す
る 

沸騰ボタンを押下し
続ける(定義されてい
るSW反応時間以上) 

・連続で沸騰ボタン
を押下する 
・沸騰ボタンを一瞬
（定義されているSW
反応時間以下） 

沸騰ボタンをゆっく
り押下する 

沸騰ボタン押下後の
ランダム操作 

沸騰ボタン押下時の
実動作確認 

④保温設定ボタ
ン 
押下 

保温設定ボタンを押
下する 

保温ボタンを押下し
続ける(定義されてい
るSW反応時間以上) 

・連続で保温設定ボ
タンを押下する 
・保温設定ボタンを
一瞬（定義されてい
るSW反応時間以下） 

保温設定ボタンをゆ
っくり押下する 

保温設定ボタン押下
後のランダム操作 

保温設定ボタン押下
時の実動作確認 

⑤給湯ボタン押
下 

給湯ボタンを押下す
る 

給湯ボタンを押下し
続ける(定義されてい
るSW反応時間以上) 

・連続で給湯ボタン
を押下する 
・給湯ボタンを一瞬
（定義されているSW
反応時間以下） 

給湯ボタンをゆっく
り押下する 

給湯ボタン押下後の
ランダム操作 

給湯ボタン押下時の
実動作確認 

⑥タイマボタン
押下 

タイマボタンを押下
する 

タイマボタンを押下
し続ける（定義され
ているSW反応時間以
上） 

・連続で給湯ボタン
を押下する 
・給湯ボタンを一瞬
（定義されているSW
反応時間以下） 

タイマボタンをゆっ
くり押下する 

タイマボタン押下後
のランダム操作 

タイマボタンボタン
押下時の実動作確認 

⑦解除ボタン押
下 

解除ボタンを押下す
る 

解除ボタンを押下し
続ける(定義されてい
るSW反応時間以上) 

・連続で給湯ボタン
を押下する 
・給湯ボタンを一瞬
（定義されているSW
反応時間以下） 

解除ボタンをゆっく
り押下する 

解除ボタン押下後の
ランダム操作 

解除ボタン押下時の
実動作確認 

※共通の確認観点として、ブザー

音の音声品質、ポット上の各種表

示確認を行うこと 

テスト実施順 

作成した直交表（状態）に対して、下記操作内容を実施する 

市場流出不具合防止・テスト実施者の依存低減 
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まとめ 

テスト要求分析 ・要求仕様に対する漏れ 

・トレーサビリティの確保 

テストアーキテクチャ設計 

テスト詳細設計 

テスト実装 

テスト実行 

テスト報告 

・テスト実施者による 

 依存度の増大 

・レビュー時の工数増大 

・レビューアに対する誤解 

製品リリース後 ・リリース後のユーザークレーム 
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設計_ALL-Pair法によるシナリオテスト   

■テストケース一覧（一部） 
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最後に 

＜実施効果＞ 
 ・仕様書コピーの設計書より、レビュー時間を約20%低減すること 
   がとできた 
 ・レビュー時の指摘件数が30%減少し、テスト設計書の信頼感が 
  高まった 
 ・ユーザーの性格や環境を考慮できたため、テスト実施者の依存 
  度を下げることができた（操作を統一することができた） 
 

＜課題＞ 
  ユーザーの環境と性格を掛け合わせて新しいテストケースを作成 
   したかったが、項目数が爆発的に増大してしまう課題がある。 
   案①：環境や性格を絞って、効果的なテストのみを行う 
   案②：テストケースに優先度を策定し、実施する 
   
  製品の利用者のように、ユーザー観点を100%に近づける！ 
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参考 

■参考文献 
 
・大西建児／著 勝亦匡秀／著 佐々木方規／著 鈴木三紀夫／著 中野直樹／著 
  町田欣史／著 湯本剛／著 吉澤智美／著  
 『ＪＳＴＱＢ Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ ＪＳＴＱＢ認定資格試験学習書 第2版』 （国宝社） 
・秋山 浩一／著 
  『ソフトウェアテスト技法ドリル -テスト設計の考え方と実際-』（日科技連出版社） 
 
■使用ツール 
 
・Jacek Czerwonka／無料配布ツール 
 『Pict』 
 
・岩通ソフトシステム株式会社／無料配布ツール 
 『PictMaster』（© IWATSU System & Software Co., Ltd.） 
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株式会社イーシーエス 

会社名  株式会社イーシーエス 
 
本社   〒448-0857 
   愛知県刈谷市大手町1-15 フリーダムビル 
 
お問い合わせ先   TEL   ：0566-63-2720 
   E-mail  ：info@ecs-gr.com 
 
事業内容  ◆制御系ソフトウェアの開発 
    自動車関連のECU、ナビゲーション等のソフトウェア 
                  開発および実車適合試験業務 等 

   ◆設計支援業務 
    信頼性評価および実機適合試験業務 等  


